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電子書籍コンテンツを広告媒体にする 
電子書籍リーダーBinB（ビーインビー）新バージョン提供開始 

　株式会社ボイジャー（本社：東京都渋谷区神宮前、代表取締役：鎌田純子）は、電子書籍リーダー
「BinB（ビーインビー）」をバージョンアップし、インターネット広告対応版の提供を10月7日より開
始いたしました。新バージョンでは、ユーザーにあわせた広告をマンガ・雑誌・小説等の電子書籍コ
ンテンツ上に表示できます。Webサイトと同様に、電子書籍コンテンツをインターネット広告の広告媒
体として活用できるようになりました。 

 
　表示可能な広告はコンテンツ内広告と、オーバーレイ広告の２種類です。表示タイミングは、
リーダー起動時、特定枚数のページめくり後、作品末尾ページ等のコントロールを可能としてい
ます。 
広告配信会社は fluct、MicroAd、Geniee に対応しています。 

　2018年度のマンガアプリ広告市場規模は167億円。2019年度には、1.5倍の250億円程度に達
すると予測されています。（参考：『電子書籍ビジネス調査報告書2019』インプレス総合研究所）

　急成長するインターネット広告費は2018年度1兆7589億円（電通「2018年日本の広告費」参
照）に達しており、インターネット広告対応の新BinBでは、Webサイト上の電子書籍コンテンツ
を新たな広告メディアとすることができます。通常のWebサイトよりもさらに絞り込んだターゲ
ティングが可能な電子書籍コンテンツは、新たな広告ビジネスとして大きな可能性を持っている
と考えます。 



●BinB（ビーインビー）について 
BinB」はマルチデバイスに対応したブラウザベースの電子書籍リーダーです。EPUB 3、PDF、
JPEG等のコンテンツをウェブサイト上で高速・快適に閲覧できます。独自DRM実装により、コ
ンテンツの無料公開から、有料販売、サブスクリプションサービス、広告収益化等、幅広いビジ
ネスでご利用いただけます。 

●BinB（ビーインビー）製品サイト 
http://demo.binb.jp/website/binb/ 

株式会社ボイジャーについて 
代表取締役：鎌田純子  
ホームページ：https://www.voyager.co.jp 
1992年創業。米国ボイジャーとの合弁。現在は独立企業。日本で真っ先にデジタル出版に取り組み、今日まで市場開発を続けてきた。
エキスパンドブック、T-Time（ティータイム）、dotBook（ドットブック）の開発元。デジタル出版のWeb（ウェブ）への移行の状況
を受け止め、2010年からインターネットブラウザをリーダーとしたデジタル出版の活動を強化し、“Books in Browsers（ウェブブラウ
ザーの中の本）”を基準としたRomancer（ロマンサー）、BinB（ビーインビー）の市場導入を行った。同時にWebでの出版に際して、
フォーマットの世界標準を重視し、IDPF（International Digital Publishing Forum）やW３C（the World Wide Web Consortium）
に参加している。また、EPUB日本語基準研究グループ（EPUBJP）を推進する。出版は「すべての人のメディアである」という考えを
堅持し、新時代の技術や方法を多くの人々に寄与する活動を続けている。 

※ 商標について 
T-Time、.BOOK／ドットブック、BinB、Romancer、Power Thumbは、株式会社ボイジャーの登録商標です。会社名または製品名は、
各社の商標または登録商標です。 

　 報道関係お問い合わせ先 
株式会社ボイジャー BinB事業部　林 純一 
〒150-0001　東京都渋谷区神宮前5-41-14 
電話: 03-5467-7070 / FAX: 03-5467-7080 
Email：infomgr@voyager.co.jp 
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